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1 Introduction

現在、スイス欧州原子核研究機構（CERN）における
LHC加速器を用いた ALICE実験において、クォーク
グルーオンプラズマの国際共同研究が開始されようと

している。クォークグルーオンプラズマ（QGP）とは
高温高密度状態において達成する、未知の物質状態であ

る。自然界においてQGPはビッグバンの数マイクロ秒
後の宇宙や中性子星の内部に存在すると考えれている

が、これを人工的に生成する唯一の方法が高エネルギー

重イオン衝突実験である。

2 遷移輻射検出器（TRD）

我々の研究室ではALICE実験において、遷移輻射検
出器（TRD）の開発研究に参加している。ALICE実験
におけるTRD検出器は、遷移輻射を利用した電子識別
を主な目的とした検出器であり、ドリフトチャンバーと

ラディエータ部分から構成される（下図）。高運動量の

荷電粒子がTRDに入射すると、ラディエータ部分にお
いて遷移輻射が発生する。この遷移輻射による光子（X
線）及び、荷電粒子はドリフトチャンバー内でガスと相

互作用を起こしガスを電離する。この電離電子はドリ

フト及び電子雪崩による増幅の後、読み出しパッドに

電荷を誘起し、われわれはこれを測定する。ここで、遷

移輻射によって発生するチャンバー内でのクラスターは

荷電粒子が作り出すそれよりも大きく、遷移輻射光のエ

ネルギーは荷電粒子のローレンツ因子に比例するので、

同じ運動量のパイオンと電子が TRDに入射した場合、
電子は遷移輻射を起こすのに対してパイオンは非常に

低エネルギーの遷移輻射光のみを発生する。これらのこ

とから、TDRでは遷移輻射光の作り出すクラスターに
よって電子を識別することが出来る。また、チャンバー

に用いるガスは吸収長の大きな Xeを使い,クエンチン
グガスとして CO2(85%,15%) を使う。

3 性能評価実験

ALICE にインストールされる直前の TRD Super-
Moduleに対して、1GeVから 6GeVまでの　 e−、π−

ビーム（CERN PS）を使って性能評価実験を行う。実験

図 1: TRDの構造・原理

のセッティングは図 2に記す。S1～S3はシンチレーショ
ン検出器であり、これらと PbGlassCalorimeterをトリ
ガーとする。Si1、Si2はシリコンストリップ検出器であ
り、ビームのプロファイリングを行う。また、PbGlass-
Calorimeterと GasCherencovCounterによって電子の
識別を行う。このセッティングで得られたTRDの平均
波高を図 3に記す。π−では遷移輻射が見られないのに

対して、e−では遷移輻射がつくる大きなクラスターに

よるシグナルが 2.5μ sec程度に検出されている。
今後、テスト実験で得られたデータから、TRDでの
電子識別方法及びその効率に関して解析を進めていく。

図 2: テスト実験のセッティング
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図 3: TRDの平均波高 赤:e− 青:π−
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